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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気インピーダンストモグラフィのための電極センサであって、
（ａ）間隔をあけた個々の接触素子（３、１５、２７、２７’、４１）からなるアレイと
、
（ｂ）前記接触素子と皮膚との間の接触を形成するためのインターフェース構造（１、９
、１９、１９’、３０、３５、４３）であって、
－　インターフェース層の一方の面に皮膚接触表面（７、１３、２４）を規定し、もう一
方の面にアレイ接触表面（６、１２、２３）を規定する、電気的に絶縁している材料また
は導電性に乏しい材料（２、１０、２０、２０’、２９、３７）であるインターフェース
層、
－　前記アレイ接触表面（６、１２、２３）にある導電性材料の第１のパターン、
－　前記皮膚接触表面（７、１３、２４）にある導電性材料の第２のパターン、および
－　前記第１のパターンと前記第２のパターンとを接続する電気経路（４、１４、２１、
２１’、３９）
を備える前記インターフェース構造（１、９、１９、１９’、３０、３５、４３）
を備える電極センサにおいて、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
－　前記電気経路は、相互に電気的に絶縁されていることと、
－　前記第１のパターンは、パターン素子を備え、該パターン素子は、相互に電気的に絶
縁されていることと、
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－　前記第２のパターンは、パターン素子を備え、該パターン素子は、相互に電気的に絶
縁されていることと、
－　前記各々の接触素子（３、１５、２７、２７’、４１）は、前記インターフェース構
造の前記アレイ接触表面と接触した際に、前記第１のパターンのいくつかのパターン素子
を被覆するのに十分大きい接触表面領域を有することと、
　を特徴とし、
－　前記アレイおよび前記インタフェース構造は、互いに取り外し可能であり、前記第１
のパターンの別個のセクションが前記個々の接触素子（３、１５、２７、２７’、４１）
と接触することによって、前記電気経路（４、１４、２１、２１’、３９）の群は、前記
第２のパターンの別個のセクションとさらに接触を達成し、その結果、前記個々の接触素
子（３、１５、２７、２７’、４１）は、前記皮膚接触表面（７、１３、２４）に個々の
有効電極（２５）を規定すること
とを特徴とする、
電極センサ。
【請求項２】
　前記第１のパターンおよび前記第２のパターン（６、７、１２、１３、２３、２４）は
それぞれ、ドット、線、スポットおよび／またはパッチなどのパターン素子を備え、パタ
ーンの前記パターン素子は、相互に電気的に絶縁されていることを特徴とする、請求項１
に記載の電極センサ。
【請求項３】
　間隔をあけた個々の接触素子からなる前記アレイは、前記アレイ接触表面に取り外し可
能なように固定できることを特徴とする、請求項１または２に記載の電極センサ。
【請求項４】
　前記電気経路は、前記インターフェース層の両面で実質的に互いに対面して位置するパ
ターン素子を接続することを特徴とする、請求項１から３のうちいずれか一項に記載の電
極センサ。
【請求項５】
　前記導電性の第１のパターン、前記導電性の第２のパターンおよび前記インターフェー
ス構造（１、９、１９、３０、３５、４３）の前記電気経路（４、１４、２１、２１’、
３９）は、前記インターフェース構造を接触素子（３、１５、２７、２７’、４１）と接
触させることによって、前記アレイ接触表面上の前記接触表面領域が前記皮膚接触表面（
７、１３、２４）上の個々の有効電極（２５）の領域を規定するように設計されることを
特徴とする、請求項１から４のうちいずれか一項に記載の電極センサ。
【請求項６】
－　前記導電性の第１のパターンは、前記アレイ接触表面上で間隔をあけた導電スポット
および／または線で形成され、該スポットおよび／または線は、前記電気経路を介して前
記第２のパターンの別個のセクション、スポットまたは線と個々に電気的に接続されるこ
と、および／または　
－　前記導電性の第２のパターンは、前記皮膚接触表面上で間隔をあけた導電スポットお
よび／または線で形成され、これによって複数の前記スポットおよび／または線は、個々
の有効電極（２５）を形成すること
を特徴とする、請求項１から５のうちいずれか一項に記載の電極センサ。
【請求項７】
　前記アレイ接触表面の前記導電性の第１のパターンは、電気的に絶縁している材料また
は導電性に乏しい材料（２０’）の側面端部の周囲に延びる電気経路（２１’）を介して
、前記皮膚接触表面の前記第２のパターンに電気的に接続されることを特徴とする、請求
項１から６のうちいずれか一項に記載の電極センサ。
【請求項８】
　電気的に絶縁している材料または導電性に乏しい材料（２０’）および電気経路（２１
’）は、非導電性コア材料（２９）の周囲に折り曲げられること
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　を特徴とする請求項７記載の電極センサ。
【請求項９】
　前記導電性の第１のパターン、前記導電性の第２のパターンおよび前記電気経路は、前
記インターフェース層と一体化していることを特徴とする、請求項１から８のうちいずれ
か一項に記載の電極センサ。
【請求項１０】
　前記接触素子は、支持構造に取り付けられることを特徴とする、請求項１から９のうち
いずれか一項に記載の電極センサ。
【請求項１１】
　前記支持構造は、柔軟なベルト様構造を形成することを特徴とする、請求項１０記載の
電極センサ。
【請求項１２】
　前記インターフェース構造は、フォーム、織繊維、編繊維もしくは不織繊維またはスペ
ーサ繊維から製造されることを特徴とする、請求項１から１１のうちいずれか一項に記載
の電極センサ。
【請求項１３】
　前記第１のパターン、前記第２のパターンおよび前記電気経路は、
－　導電性塗料もしくは微粒子からなる材料、または
－　前記インターフェース構造内に織り込まれていたり、編み込まれていたり、あるいは
縫い込まれている導電性の糸、ワイヤーもしくは繊維
を備えることを特徴とする、請求項１から１２のうちいずれか一項に記載の電極センサ。
【請求項１４】
　間隔をあけた個々の接触素子からなるアレイおよび前記接触素子と皮膚との間の接触を
形成するためのインターフェース構造を備える、電気インピーダンストモグラフィのため
の電極センサの製造方法であって、
－　インターフェース層の一方の面に皮膚接触表面（７、１３、２４）を規定し、もう一
方の面にアレイ接触表面（６、１２、２３）を規定するインターフェース構造（１、９、
１９、１９’、３０、３５、４３）を、電気的に絶縁している材料または導電性に乏しい
材料（２、１０、２０、２０’、２９、３７）のインターフェース層の形態で供給するス
テップを含み、
　前記インターフェース構造は、
－　前記アレイ接触表面に導電性材料の第１のパターンを備え、前記第１のパターンは、
パターン素子を備え、該パターン素子は、相互に電気的に絶縁され、
－　前記皮膚接触表面に導電性材料の第２のパターンを備え、前記第２のパターンは、パ
ターン素子を備え、該パターン素子は、相互に電気的に絶縁され、
－　前記第１のパターンを前記第２のパターンに接続する電気経路（４、１４、２１、２
１’、３９）を備え、前記電気経路は、相互に電気的に絶縁されており、
－　前記導電性の第１のパターンのセクションを、間隔をあけた個々の接触素子（３、１
５、２７、２７’、４１）からなるアレイに接触させるステップであって、前記個々の接
触素子は、前記第１のパターンのいくつかのパターン素子を被覆するのに十分大きい接触
表面領域を備えるステップと
を含み、
－　前記アレイおよび前記インタフェース構造は、互いに取り外し可能であり、前記第１
のパターンの別個のセクションが前記個々の接触素子（３、１５、２７、２７’、４１）
と接触することによって、前記電気経路（４、１４、２１、２１’、３９）の群は、前記
第２のパターンの別個のセクションとさらに接触を達成し、その結果、前記個々の接触素
子（３、１５、２７、２７’、４１）は、前記皮膚接触表面（７、１３、２４）に個々の
有効電極（２５）を規定すること
とを特徴とする、方法。
【請求項１５】
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　前記第１のパターンおよび前記第２のパターンならびに前記電気経路は、導電性材料か
らなるスポットおよび／または線を前記インターフェース構造に供給または挿入すること
によって製造され、前記インターフェース層を前記皮膚接触表面から前記アレイ接触表面
まで貫通することを特徴とする、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
－　前記電気経路（２１、２１’）は、電気的に絶縁している材料または導電性に乏しい
材料（２０、２０’、２９）の側面端部の周囲に延び、前記側面端部は、電気的に絶縁し
ている材料または導電性に乏しい材料（２０、２０’）を折り曲げることにより、側面の
湾曲部として形成されること、または
－　前記電気経路　（１４、３９）　は、前記インターフェース層（９、３５）の前記ア
レイ接触表面　（１２）　から前記皮膚接触表面　（１３、１８、３１）　まで垂直に延
びること
を特徴とする、請求項１４または１５に記載の方法。
【請求項１７】
　医療用モニタリングのための、請求項１から１３のうちいずれか一項に記載の電極セン
サの使用法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着用者の皮膚表面を複数の電極に接触させるための電極センサであって、特
に、電気インピーダンストモグラフィ（ＥＩＴ）に使用するための電極センサに関する。
電極センサは、複数の電極接触素子を備える。この電極接触素子はそれぞれ、個別に被験
者の皮膚と接触しており、生体内に電界を作り、測定するために、電位および／または電
流を局所的に印加または測定できるようにする。
【０００２】
　本発明は、電気インピーダンストモグラフィ装置の電子回路部分と生体皮膚との間に、
確実かつ安定した電気的接触を達成するための手段および方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電気インピーダンストモグラフィ（ＥＩＴ）は、公知の技術である。この技術に関する
詳細は、非特許文献１に見ることができる。集中治療医、呼吸器科医、理学療法士および
有能なアスリートにとって電気インピーダンストモグラフィ（ＥＩＴ）は、局所的な肺換
気および灌流（血液の流入または脈動）に関する情報をリアルタイムで提供する画像測定
法である。従来の方法とは逆に、ＥＩＴは、患者にセンサを介して呼吸させる必要がなく
、電離放射線であるX線を印加せずに、例えば２４時間またはそれ以上の長時間にわたっ
て使用することができる。したがって、ＥＩＴは、連続的に使用することができ、それに
よってリアルタイムかつ時間の経過に沿ったモニタリング治療および訓練効果に適してい
る。ＥＩＴは、１９８３年にまず呼吸機能の監視に使用されて以来、肺容量の局所的変化
を連続的かつ非侵襲的に測定できる唯一のベッドサイドで行う方法である。
【０００４】
　ＥＩＴでは、胸郭の皮膚に電流を流して胸郭に電界を作る。典型的には、胸郭の周囲に
８、１６または３２個の電極を設置し、この電極を使用して電界から生じる電位を測定す
る。測定した電圧は、不良設定問題および非線形問題向けに特別に開発されたアルゴリズ
ムを使用して、胸郭内の電気インピーダンス分布を推定するのに使用される。インピーダ
ンス推定の不良設定性を克服するため、ほとんどのＥＩＴのイメージングアルゴリズムは
、胸腔内のインピーダンス分布の平坦化または先験情報など、正則化として知られるさら
に別の仮定を利用する。このような正則化によって、数学的アルゴリズムは、競合する解
の中から、胸郭内の実際のインピーダンス分布を合理的に推定する画像の生成を助けるが
、空間解像度が劣化する、または多くの乱れを軽減できないという犠牲を払うことになる
。画像作成ソフトウェアは、典型的には様々な方法を用いた正則化を実装しており、この
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ようなソフトウェアは先行技術で知られている。
【０００５】
　最後に、算出されたインピーダンス分布は、気体の有無または変化を示し、所望すれば
血液内容も示す画像に変換される。動画のように高速で連続的に作成されるこれらの画像
は、各肺領域に出入りする気体および血流を表示し、医師またはアスリートは、リアルタ
イムで肺機能を評価することができる。画像を作成する代わりに、特徴的な点を画像から
抽出し、数字または指標として表示できる。例えば、左と右の換気または背部と腹部の換
気であり、この場合これらの数字は全換気のパーセンテージを表す。
【０００６】
　胸郭壁の形状および構成は、胸壁表面で測定される電圧にも内部胸郭インピーダンスに
も影響を及ぼし得る。その結果、絶対的なインピーダンス分布の再構築には、実現可能で
はあるが、胸郭形状の知識とともに電極と皮膚との間のインピーダンスの知識も必要にな
る。
【０００７】
　しかしながら、ＢａｒｂｅｒおよびＢｒｏｗｎが最初に記載したように、胸郭構造につ
いての事前の知識がなくとも様々な画像を生成することができる。画像は、ベースライン
または基準条件に対してインピーダンスに起こる変化をもとに生成され、胸郭形状と接触
インピーダンスとの両方がこのような条件間でも有意に変化しないと仮定して行われる。
この相対的手法または区別的手法は、胸郭形状、電極位置、体組成および接触インピーダ
ンスに関する間違った仮定に起因するほとんどのエラーを、理論的に相殺するだけでなく
患者に対しても相殺する。なぜなら、この同じエラーは、同じように両方の画像にも当て
はまるからである。現在臨床現場で最も利用可能なＥＩＴ装置および業界での最も多くの
公表では、この相対的手法を使用している。そのため、この装置は、インピーダンスにお
ける変化を表示するが、その絶対値は表示しない。しかしながら、心臓の鼓動および肺呼
吸など、臓器機能の動きがモニタリングの対象である場合、このような制約がみられるこ
とは実際の問題ではない。
【０００８】
　しかしながら、電極と体の皮膚との接触インピーダンスが長時間にわたって安定するこ
とが予想できないかぎり、臨床現場で相対的ＥＩＴを使用することさえ不可能である。接
触インピーダンスのいかなる有意な変化も、対象とする臓器内の変化として誤って感知さ
れてしまう。そのため、各電極位置での接触インピーダンスの正確な絶対値を知る必要は
ないとしても、画像作成ソフトウェアを用いて重要なＥＩＴ画像を作成するとすれば、時
間が経過してもこれらの値が安定し続ける必要があるという条件をやはり満たさなければ
ならない。
【０００９】
　さらに、生体に取り込むのに許容される限られた電流量（１０ｍＡｍｐｓ）を最大限に
利用するために、安定であるだけでなく低い接触インピーダンスを達成することが強く望
まれる。このような電流のみが、雑音比に対する最大の信号を達成する。画像を再構築す
るとき、従来のＥＩＴアルゴリズムは、電極（通常は８、１６または３２個）が、胸部周
辺の物理的に離れた位置に設置され、ほとんどの場合、等距離を隔てるようにして設置さ
れると仮定する。このアルゴリズムは、このような電極間のクロストークを考慮していな
い。クロストークおよびクロストークの変化は、内蔵およびこれらの臓器の機能から取り
除いた信号として、画像作成ソフトウェアを用いて解釈されることができる。そのため、
電極間のクロストークは、低く一定のままである必要がある。
【００１０】
　生体皮膚と直接接触するように設置される任意の装置または構造を設計する際に検討す
べきもう１つの局面は、このような皮膚に及ぶその物理的な影響であり、これが身体的刺
激や皮膚の損傷までをも引き起こすだけでなく、筋肉、腱または骨などの皮下組織の損傷
（褥瘡）も引き起こすおそれがある。このような損傷の病因の主要因は、１）患者の重大
な急性疾患または慢性疾患（内因子）、２）小血管および毛細血管を圧縮する局所的な絶
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対圧力（通常＞３０ｍｍＨｇ）（これは通常、骨が体表面近くにある部位で最も高い）お
よび／または組織への灌流部位に対する圧力、３）このような圧力が印加されている時間
、および４）圧力時間積（極めて高い圧力でも短時間なら耐えられる）である。さらに、
５）湿度および６）温度レベルが高く、代謝要求が増すと、組織を損傷する可能性がある
。その上、７）剪断応力（組織の表面に対して接線方向にかかる力）が、主に毛細血管領
域にマイナスの影響を及ぼすために、この領域でこのような血管がねじれ、酸素および栄
養豊富な血液が必要箇所に流れることを阻害する（虚血）。
【００１１】
　一方でこのように栄養および酸素が欠乏し、他方で二酸化炭素および代謝副産物が蓄積
されるとともに、静脈血がうっ血すると同時に局所的な組織が徐々に酸性化することによ
り、最初に腫れが起こり、最終的には細胞が死滅する（壊死）。褥瘡は、大きさおよび重
症度に応じて分類でき、重症度の範囲は、局所的だが不可逆的な皮膚の発赤から、骨を含
む皮下組織の完全な破壊までである。
【００１２】
　上記の背景から、傷つきやすい生体被験者の皮膚に貼付されるいかなる物理的構造も、
このような被験者の個々のニーズ、特に被験者の皮膚および支持組織のニーズに適応する
必要があることが明らかになる。このようなニーズがあるため、皮膚の呼吸を妨げ湿気お
よび熱の交換を妨げるいかなる単純な物理構造の使用も排除される。さらに、この構造は
、組織灌流圧を上回る過剰な接線応力も局所的な圧力もかけてはならない。
【００１３】
　従来のＥＩＴシステムは、絶縁したゲル電極、すなわち典型的には心電図の用途に使用
されるゲル電極を使用し、これらの電極は、個々のパッシブケーブルまたは有効なシール
ドケーブルを介して、遠隔に位置する電子回路に接続されている。臨床現場では、これら
の絶縁電極８、１６または３２個とそれぞれの接続ケーブルからなる一式は、仰向けの患
者（ＥＩＴの利点を最も享受する患者のタイプ）の胸郭に取り付けるのが不可能であるだ
けでなく、安定した接触インピーダンスという肝心な要件を時間の経過とともに満たさな
くなる。患者の温かく湿った皮膚に接触すると、このようなゲルベースの電極はその電気
特性を急激に変化させることがある。患者の体の動きに加えて、ケーブル一式により様々
な機械的応力がかけられることによって、個々の電極は元の装着箇所からずれていく。さ
らに、これと同じ力によって、電極と皮膚との物理的接触が予期せぬ形で変化していく。
【００１４】
　従来のＥＩＴシステムで使用される、注入電流および注入電圧の信号を長距離（通常＞
２ｍ）にわたって運搬するための個々のケーブルは、通常はインピーダンスおよび容量値
が未知数だが、悪いことにこのケーブルは相互作用しているため、未知の大きさおよび方
向によって測定済みの信号に影響を及ぼす。このような変化によって、接触インピーダン
スおよびクロストークの変化のように、ＥＩＴ画像が乱れる。
【００１５】
　従来のＥＩＴシステムのこのような制約を解消しようとする中で、作動中の電子回路が
電流注入箇所および電圧測定箇所に正しく設置されるように、このようなシステムは小型
化されつつある。このような手法は、長いアナログケーブルを使用する際に生じる電気的
な問題だけでなく機械的な問題も取り除くことによって、全体的な信号の質を向上させる
ものだが、可変的な接触インピーダンスおよび電極のクロストークの問題を解決するもの
ではない。
【００１６】
　上記の理由により、ＥＩＴシステムの電子機器と生体皮膚との間に、より確実かつ安定
した電気的接触を達成するための方法および手段に対して明らかな需要がある。これと同
時に、特に、１人の患者が使用する典型的な使い捨ての製品として使用するように設計す
る場合は、大量かつ低コストでの潜在的解決策を考案できなければならない。
【００１７】
　特許文献１に記載されているもののような公知の解決策は、電極が機械構造に組み込ま
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れて一体化していれば、すなわちベルト様または衣服様の構造形態になっていれば、空間
的に離れた個々の電極からなるアレイが、体表面に最善の形で設置されることができると
いう考えに基づいている。それぞれの電極は導電性材料で作製されているが、電極を機械
的に連結している機械的支持構造は、導電性の高い材料で作製されてはならない（すなわ
ち金属範囲内に導電性のある材料で作製されていない）。なぜなら、これによって短絡が
生じるか、少なくとも電極間のクロストークを促進するからである。公知の電極支持構造
は、精緻な設計であるにもかかわらず、良好な電気的接触特性も良好な着用特性も欠けて
いる。さらに、商業用に生産された電極支持構造は高価である。そのため、患者および被
験者および／または医療従事者からの受容度は通常低い。また、導電性電極を電線による
接続部を用いて１つ１つ機械支持構造に設置し固定することは、面倒でコストもかかり、
臨床環境でのＥＩＴベースのモニタリング目的に求められる高い電気的信頼性および機械
的信頼性を生み出すことはないであろう。
【００１８】
　特許文献２は、ＥＩＴ技術に有用な電極システムを開示している。皮膚と測定装置との
間の接触は、導電性の接着材料からなる層の対が、ブレードからなる非導電性の層の孔を
介して互いに接続している多数の場所で達成される。その材料は、ゲルとすることができ
る。ブレードの片面に配置されたその層の半分は、皮膚と直接接触し、ブレードのもう一
方の面に配置されたその層の残りの半分は、測定装置と接触している。層の対が電気的接
触を達成する領域の場所およびサイズは、製造過程であらかじめ決定される。その結果、
複数の導電体を取り付ける場所は、あらかじめ決定され、固定される。
【００１９】
　特許文献３は、電気回路の内蔵素子として使用される繊維を開示している。これによっ
て、繊維は、電気コンポーネントを接続する基板または電気コンポーネント自体としての
役割を果たす。
【００２０】
　特許文献４は、布帛からなる２層を有する布帛製電極装置を開示している。この装置を
装着している個体の体にバイアスを印加するように設計された第１の布帛層は、刺繍を配
した電極群を備えている。刺繍を配した各電極は、導電性糸で形成され、関連する給電線
に接続される。給電線は、第２の布帛層のみに刺繍を配した導電体の軌道として設計され
る。その第２の布帛層は、体に面していない第１の布帛層の片面に配置される。刺繍を配
した各電極は、関連する給電線にしっかりと接続される。電極パッチと給電線との接続は
、電極パターンが両方の布帛層を通ってステッチされることで達成される。例えば導電性
糸は、電極の位置で２層を縫製するために使用される。そのため、各電極の設計および位
置は、刺繍パターンによって決定される。給電線を含む各電極のパッチは、電気的に整合
性を有する導電性の設計を形成する。給電線は、リボンケーブルのプラグコネクタと電気
的に接続できるように設計されることができる。
【００２１】
　特許文献５は、２つの平らな布帛構造を有する布帛製の画素電極を開示している。第１
および第２の構造は、互いに距離を置いて平行に配置され、第１の構造は着用者の皮膚と
接触する役割を果たし、第２の構造は着用者の皮膚に対面しないようになっている。第１
の構造は、１本の導電性糸から形成される少なくとも１つの電極画素を備える。第２の構
造は、柔軟性があり変形する。各画素は、個々に作動させられるか処理され、またはこの
ようにする代わりにいくつかの画素が電子ユニットすなわちマルチプレクサによってまと
めて作動させられる。どの画素が実際に処理されるかは、電子ユニット内で決定される。
電子ユニットまたはマルチプレクサは、第２の布帛構造に取り付けられるか内蔵される。
【００２２】
　したがって、生産の観点から、電気的要件（離散した導電領域）と機械的要件（連続し
た機械構造）との両方に見合い、好ましくは同時に低価格で生産できる、単一構造を作成
することが強く望まれる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００２３】
【特許文献１】米国特許第７，３１５，７５４号
【特許文献２】国際特許第２０１０／０６９０２３号
【特許文献３】米国特許第６，２１０，７７１号
【特許文献４】国際特許出願第２００８／０２２４８２Ａ１号
【特許文献５】独国実用新案第２０２００６００７２２６Ｕ１号
【非特許文献】
【００２４】
【非特許文献１】“Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ
”　ｂｙ　Ｃｏｓｔａ　ＥＬ，Ｌｉｍａ　ＲＧ，Ａｍａｔｏ　ＭＢ，Ｃｕｒｒ　Ｏｐｉｎ
　Ｃｒｉｔ　Ｃａｒｅ．２００９　Ｆｅｂ；１５（ｌ）：１８－２４
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明の目的は、電子測定機器、特に、電気インピーダンストモグラフィ装置の電子回
路部分と生体（例えば被験者または患者）の皮膚との間に、確実かつ安定した電気的接触
を設けることである。さらに、本発明の目的は、皮膚内部への剪断応力ならびに皮膚表面
および皮膚内部への高圧力を最小限に抑え、これによって圧力潰瘍などの傷害を防ぐ、電
気インピーダンストモグラフィ用の新規かつ改良した電気的患者インターフェースである
。さらに別の目的は、皮膚への確実な電気的接触を提供すると同時に、患者が動いていた
り電極が動かされていたりしても、電極間のクロストークを回避することである。さらに
別の目的は、特に１人の患者に使用する製品向けに、低コストで生産可能な解決策を得る
ことである。
【００２６】
　上記の目的は、請求項１に記載の電極センサで解決される。本発明の電極センサは、
（ａ）間隔をあけた個々の接触素子からなるアレイと、
（ｂ）その接触素子と皮膚との間の接触を形成するためのインターフェース構造であって
、
－　インターフェース層の一方の面に皮膚接触表面を規定し、もう一方の面にアレイ接触
表面を規定する、事実上電気的に絶縁している材料または導電性に乏しい材料であるイン
ターフェース層、
－　アレイ接触表面にある導電性材料の第１のパターン、
－　皮膚接触表面にある導電性材料の第２のパターン、および
－　第１のパターンと第２のパターンとを接続する電気経路
を備えるインターフェース構造と
を備え、
－　第１のパターンは、パターン素子を備えることと、
－　各々の接触素子は、インターフェース構造のアレイ接触表面と接触する際に、その第
１のパターンのいくつかのパターン素子を覆う接触表面領域を有することと、
－　第１のパターンの別個のセクションがその個々の接触素子と接触することによって、
電気経路群は、第２のパターンの別個のセクションとさらに接触を達成し、その結果、個
々の接触素子は、皮膚接触表面に個々の有効電極を規定すること
とを特徴とする。
【００２７】
　その電極センサは、接触素子からなるアレイを含むため、電極センサアレイと呼んでも
よい。
【００２８】
　そのため、本発明の電極センサの皮膚接触領域は、導電性か非導電性かのいずれかであ
る領域に分割され、導電性である領域の経路のみが電気的に有効となり、電気コネクタと
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しての機能性を仮定し、この導電性領域は、一方の面で皮膚と直接接触し、もう一方の面
で電子回路部品用のアレイの接触素子の１つと直接接触する。各々の導電経路およびこの
導電経路を取り巻く非導電性空間の物理的寸法は、通常、接触素子の全長よりも小さい。
実際には、２つ以上または多くの導電経路が、１つの接触素子と皮膚表面との間に単一の
電気的接触を形成することが好ましい。さらに詳細には、電極ごとに電気経路が、少なく
とも３個、さらに好ましくは少なくとも１０個、最も好ましくは少なくとも５０個ある。
パターンおよび電気経路の導電性材料は、上記の事実上電気的に絶縁している材料または
導電性に乏しい材料と比較して、良好に導電する。
【００２９】
　インターフェース構造の第２のパターンも、パターン素子を備えることが好ましい。
【００３０】
　上記の目的は、
－　アレイ接触表面にある導電性材料の第１のパターンは、ドット、線、スポットおよび
／またはパッチなどのパターン素子を備え、
－　皮膚接触表面にある導電性材料の第２のパターンは、ドット、線、スポットおよび／
またはパッチなどのパターン素子を備え、
－　電気経路は、第１のパターンのパターン素子を第２のパターンのパターン素子と接続
する、
電極センサで解決されることが有利である。
【００３１】
　パターンの前記パターン素子は、相互に電気的に絶縁されていることが好ましい。その
ため、パターンは、電気的に整合性がない。電気経路は、第１のパターンの個々のパター
ン素子を第２のパターンの個々のパターン素子と接続する。
【００３２】
　各々の接触素子は、接触表面領域を有し、この接触表面領域は、インターフェース構造
のアレイ接触表面に接触すると、第１のパターンのいくつかのパターン素子（すなわち多
くのドット、線、スポットおよび／またはパッチ）を被覆し、その結果、第１のパターン
の別個のセクションがその個々の接触素子と接触することによって、電気経路群は、第２
のパターンの異なるセクションとの接触を達成し、その結果、各々の接触素子は、皮膚接
触表面に個々の有効電極を規定することが好ましい。
【００３３】
　インターフェース構造は、皮膚を防護し、間隔をあけた個々の接触素子からなるアレイ
と皮膚を接触させるための費用効果が高い中間物である。その特殊な利点は、アレイが、
インターフェース構造上にランダムに配置されることができるという点である。なぜなら
、各々の接触素子は接触表面領域を有し、この接触表面領域は、インターフェース構造の
アレイ接触表面と接触すると、第１のパターンの多くのドット、線、スポットおよび／ま
たはパッチを被覆するからである。そのため、その第１のパターンの小さいドット、線、
スポットおよび／またはパッチと比較して、接触素子は比較的寸法が大きいために、一度
に、インターフェース構造のアレイ接触表面上の位置とは無関係に、いくつかまたは多く
の経路と接触することができる。
【００３４】
　第１のパターンおよび／または第２のパターンは、整合性がないパターンであり、特に
、例えば、導電性のスポット、ドット、パッチおよび／または線からなる整合性がないパ
ターンであることが好ましい。これはつまり、スポット、ドット、パッチおよび／または
線など、１つのパターンの別個の素子は、互いに電気的に絶縁されているということであ
る。そのため、本明細書での別個の（ｄｉｓｔｉｎｃｔ）という用語は、電気的に絶縁さ
れているという意味である。
【００３５】
　表面の大部分にあるスポット、ドット、パッチおよび／または線は、互いに電気的に絶
縁されているため、言及したパターンは、電気的に整合性がない。しかしながら、一方の
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表面にある第１のパターンのスポット、ドット、パッチおよび／または線などのパターン
素子は、もう一方の表面にある第２のパターンのスポット、ドット、パッチおよび／また
は線などのパターン素子と個々に接続されていることが好ましい。第１のパターンのスポ
ット、ドット、パッチまたは線と、第２のパターンのスポット、ドット、パッチまたは線
との間の個々の接触は、経路を介して達成される。この経路は、互いに電気的に絶縁され
ている、すなわち相互に電気的に絶縁されていることが有利である。このようにする代わ
りに、第１のパターンのスポット、ドット、パッチまたは線からなる群と、第２のパター
ンのスポット、ドット、パッチもしくは線またはスポット、ドット、パッチもしくは線か
らなる群との間の個々の接触は、分岐経路すなわち相互接続した経路からなる群によって
達成される。さらに、このようにする代わりに、第２のパターンのスポット、ドット、パ
ッチまたは線などのパターン素子からなる群と、第１のパターンのスポット、ドット、パ
ッチ、線などのパターン素子またはスポット、ドット、パッチもしくは線からなる群など
のパターン素子の群との間の個々の接触は、分岐経路すなわち相互接続した経路からなる
群によって達成される。
【００３６】
　電極センサは、各パターンが、ドット、線、スポットおよび／またはパッチなど、多数
の個々の（すなわち電気的に相互に絶縁された）パターン素子で構成されることを特徴と
することが好ましい。そのため、アレイ接触表面にあるパターン素子は、電気的に互いに
絶縁されている。その上、皮膚接触表面にあるパターン素子は、電気的に互いに絶縁され
ていることが好ましい。
【００３７】
　パターン（すなわち第１のパターンまたは第２のパターン）の多数のパターン素子は、
少なくとも３個のパターン素子、さらに好ましくは少なくとも５個のパターン素子、さら
に一層好ましくは少なくとも１０個のパターン素子を備えることが好ましい。
【００３８】
　さらに、電極センサは、第１のパターンを第２のパターンに接続している電気経路が、
第１のパターンの個々のドット、線、スポット、パッチおよび／またはこの群を、第２の
パターンの個々のドット、線、スポット、パッチおよび／またはこの群に接続することを
特徴とすることが好ましい。
【００３９】
　実際には、皮膚接触表面にある個々の有効電極のサイズおよび形状は、個々の接触素子
のサイズおよび形状に左右される。例えば、経路が、インターフェース構造の２つの本質
的に平行な表面を、その表面に対して本質的に垂直な線と接続している場合、個々の接触
素子がインターフェース構造と接触している領域のサイズおよび形状は、皮膚接触表面に
伝達されて有効電極を形成する。そのため、接触領域および有効電極は、形状、輪郭およ
び寸法がほぼ同じであってもよい。しかしながら、有効電極を形成する導電パターンは、
導電性のドット、パッチおよび／または線からなる整合性がないパターンで構成されても
よい。
【００４０】
　間隔をあけた個々の接触素子からなるアレイは、アレイ接触表面に取り外し可能なよう
に固定できることが有利である。
【００４１】
　第１のパターンおよび第２のパターンは、ランダムにまたは規則的に分布したパターン
素子からなる構成（好ましくは均質の構成）であることが好ましい。このことから、個々
の有効電極の寸法および形状は、個々の接触素子の寸法および形状によって実質的に規定
され、この寸法および形状に実質的に一致するということになる。
【００４２】
　経路は、インターフェース層の両面で実質的に互いに対面して位置するパターン素子を
接続することが好ましい。このことから、インターフェース層の一方の面にある個々の有
効電極の位置は、実質的にインターフェース層のもう一方の面にある個々の接触素子の位
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置によって規定され、この位置に一致するということになる。有効電極領域は、これに対
応する接触素子の位置に対して、せいぜい１０ｍｍ、さらに好ましくはせいぜい５ｍｍ、
またさらに好ましくはせいぜい２ｍｍ、皮膚接触表面に平行な任意の方向にシフトされる
ことが好ましい。その電極センサの有利な作用は、インターフェース構造および接触素子
からなるアレイを含む２つの部分においてその構造に関連している。センサを使用してい
る間、この２つの部分は、電気的接触を確保するために互いに結合されている必要がある
。２つの部分は、恒久的な形で物理的に結合されることができるため、例えば両部分のい
ずれかが摩耗したり非衛生的になったりしたときは、一緒に取り外される。集中医療の状
況など、特定の使用例では、全体的にまたは部分的に使い捨て可能なセンサが好ましいか
もしれない。特定の状況では、２つの部分は、例えば摩耗または破損した場合にどちらか
一方の部分を廃棄するか、使用していない間どちらか一方の部分を一時的に取り外すかの
いずれかにするために、互いに取り外し可能であることが望まれるだろう。例を挙げると
、アスリートを分析している間、接触素子からなるアレイは、衣服タイプのインターフェ
ース構造から一時的に取り外されることができる。別の例では、使用中に患者または被験
者の皮膚と接触していたインターフェース構造は、使用後に処分され、新しいものと取り
替えられることができる。このようにする代わりに、インターフェース部分は、再利用す
るために洗浄され、再度取り付けられる。そのインターフェース層は、皮膚と直接接触す
るために汚染され、衛生上の理由から、他の患者または被験者を分析するのに使用しては
ならない。インターフェース構造は、比較的安価で製造できる。しかしながら、接触素子
からなるアレイは再利用可能なものである。そのアレイは、間隔をあけた個々の接触素子
（例えばＥＩＴチップ）を備え、この接触素子は、バスシステムを介して電気的に接続さ
れることが好ましく、任意にさらに支持構造で支持される。使い捨て可能なインターフェ
ース構造および再利用可能なアレイは、病院、研究機関および個人の家で使用するための
ＥＩＴ測定法に対する、ユーザに良心的な電極センサを形成する。インターフェース構造
は、ベルトまたはストリップとして形成されることができる。しかしながら、インターフ
ェース構造を衣服として設計するか、または衣服の中に組み入れることも可能である。こ
のような設計は、動いているアスリートまたは患者のＥＩＴ検査で、最適な使用法を見出
すことができる。
【００４３】
　電極センサは、少なくとも２つの取り外し可能な部分で構成される。一方の部分は、間
隔をあけた個々の接触素子からなるアレイである。もう一方の部分は、その接触素子と皮
膚との間の接触を形成するためのインターフェース構造である。
【００４４】
　個々の有効電極は、インターフェース構造にある接触素子の近傍の経路を選択すること
によって規定されることが好ましい。そのため、各接触素子は、特定の経路群と接触し、
これによってこれらの経路は、経路と皮膚との間の接触が達成される皮膚接触領域に通じ
る。
【００４５】
　個々の接触素子は、個々の有効電極の少なくとも１つの寸法、すなわち個々の有効電極
の幅または長さを規定することが有利である。例えば一実施形態では、接触素子からなる
アレイは、ストリップ様の非導電性材料の長手方向の延びに沿って広がっている。各接触
素子は、平行な導電線の群に接続し、この導電線は、（アレイと接触している面から始ま
って）皮膚接触平面の内部およびこの平面に続く。その導電線は、ストリップの長手方向
の延びに対して本質的に垂直の方向に配置されることが有利である。皮膚接触平面では、
平行な線からなる各群は、幅（または長さ）が対応する接触素子のサイズで定められる特
定の領域を被覆する。各導電線の幅は、インターフェース構造が例えば織材料または編材
料から製造されている場合、導電性の糸または糸混合物の幅であることが好ましい。しか
しながら、特に、導電線の製造にプリント技術が用いられる場合は、様々な形状および寸
法が可能である。
【００４６】
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　一方、個々の接触素子は、個々の有効電極の２つの寸法、すなわち個々の有効電極の面
積を規定する。例えば別の実施形態では、接触素子からなるアレイは、ストリップ様の非
導電性材料の長手方向の延びに沿って広がっている。各接触素子は、導電線からなる群に
接続し、この導電線は、（アレイと接触している面から始まって）ストリップ様の非導電
性材料を通って皮膚接触平面に現れる。皮膚接触平面では、見えている導電線の各群は、
実際には対応する接触素子のサイズおよび形状で定められる特定の領域を被覆する。簡易
な実施形態では、第１および第２の導電パターンは、ドットのパターンを形成する。つま
り、経路は、見えている端部で導電性のドットを形成する。このほか、さらに精緻なパタ
ーンも可能である。例えばドットの直径は、インターフェース構造と接触素子との間およ
び／またはインターフェース構造と皮膚との間の電気的接触を増大させるために、経路の
直径に比して大きくしてもよい。
【００４７】
　原則として、電気的接触を達成するには、接触素子から皮膚接触平面へと通じる単一の
電気経路で十分である。しかしながら、個々の有効電極を形成するためには、接触素子を
複数の電気経路に接続することが有利である。これによって、確実な接触が達成され、経
路のうちのいくつかに欠陥があったとしても電流が流れる。
【００４８】
　導電性の第１のパターン、導電性の第２のパターンおよびインターフェース構造の電気
経路は、インターフェース構造を接触素子と接触させることによって、アレイ接触表面上
の接触領域が本質的に皮膚接触表面上の個々の有効電極の領域を規定するように設計され
ることが好ましい。
【００４９】
　接触素子は、支持構造に取り付けられ、これによってその支持構造およびインターフェ
ース構造は、互いに解放可能なように固定されることが好ましい。解放可能な接続は、フ
ックとループからなるテープ（例えばベルクロによる留め具）またはその他の解放可能な
留め具で達成されることができる。このようにする代わりに、例えばヒートシールによる
接続など、解放可能でない接続も可能である。
【００５０】
　導電性の第１のパターンは、アレイ接触表面上で間隔をあけた導電線で形成され、この
線は、経路を介して第２のパターンの別個のセクション、スポットまたは線と個々に電気
的に接続されることが好ましい。パターンの１セクションは、パターンのスポット、ドッ
ト、線および／またはパッチのサブセット（すなわちパターン素子のサブセット）を規定
する。そのため、パターンの１セクションは、少なくとも２つのスポット、ドット、線も
しくはパッチまたはスポット、ドット、線およびパッチで構成される群のうちの任意の２
つの素子からなる少なくとも１つの組み合わせを含む。
【００５１】
　導電性の第２のパターンは、皮膚接触表面上で間隔をあけた導電線で形成され、これに
よって複数のその線は、個々の有効電極を形成することが好ましい。
【００５２】
　導電性の第１のパターンは、アレイ接触表面上で間隔をあけた導電スポットで形成され
、スポットは、経路を介して第２のパターンの別個のセクション、スポットまたは線と個
々に電気的に接続されることが好ましい。
【００５３】
　導電性の第２のパターンは、皮膚接触表面上で間隔をあけた導電スポットで形成され、
これによって複数のそのスポットは、個々の有効電極を形成することが好ましい。
【００５４】
　導電性の第２のパターンは、皮膚接触表面上で本質的に連続する導電性材料の領域で形
成され、これによってその材料のセクションは、個々の有効電極を形成することが好まし
い。そのため、第２のパターンは皮膚接触表面のすべてまたはほとんどを被覆するが、そ
の第２のパターンの特定の領域のみが個々の有効電極を形成する。その理由は、第１のパ
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ターン上の別個の第１の領域をアレイの接触素子と接触させることによって、第２のパタ
ーン上の対応する第２の領域（すなわち、その第１の領域に電気的に接続している第２の
パターンの領域）のみが個々の有効電極を形成するからである。
【００５５】
　一方、導電性の第１のパターンは、インターフェース層のアレイ接触表面から皮膚接触
表面まで本質的に垂直に延びている導電経路を介して、第２のパターンに電気的に接続さ
れる。これによって、導電経路は、事実上電気的に絶縁している材料または導電性に乏し
い材料からなるインターフェース層を貫通する。そのため、第１のパターンおよび第２の
パターンならびに経路は、共に３次元のパターン（すなわち体積のあるパターン）を形成
する。
【００５６】
　導電性の第１のパターンおよび第２のパターンならびに導電経路は、皮膚接触表面から
アレイ接触表面まで延びる、体積のあるパターン（すなわち３次元のパターン）を共に形
成することが好ましい。
【００５７】
　アレイ接触表面の導電性の第１のパターンは、事実上電気的に絶縁している材料または
導電性に乏しい材料の側面端部の周囲、および任意に非導電性コア材料の周囲に延びる導
電経路を介して、皮膚接触表面の第２のパターンに電気的に接続されることが好ましい。
これによって、事実上電気的に絶縁している材料または導電性に乏しい材料からなるイン
ターフェース層は、側面端部に沿って折れ曲げられることが好ましい。折り曲げることに
より、側面の湾曲部が形成される。そのため、第１のパターンおよび第２のパターンは、
逆方向を向く２つの外表面に位置する。２つのパターンは、湾曲部の周囲の表面に沿って
走る電線を介して電気的に接続される。
【００５８】
　導電性の第１のパターン、導電性の第２のパターンおよび導電経路は、同一材料で形成
されることが好ましい。
【００５９】
　導電性の第１のパターン、導電性の第２のパターンおよび導電経路は、インターフェー
ス層と一体化していることが好ましい。第１のパターン、第２のパターン、経路およびイ
ンターフェース層は、インターフェース構造を形成する。このインターフェース構造は、
使い捨て可能なように設計され、比較的安価で製造されることができる。
【００６０】
　電気経路は、互いに間隔をあけている、すなわち電気的に相互に絶縁されていることが
有利である。そのため、例えば経路は、インターフェース層の表面に位置するときは間隔
をあけることができ、かつ／またはインターフェース層の厚みを貫通するときは非導電性
材料で隔てられることができる。
【００６１】
　第１のパターンおよび第２のパターンの別個のセクションとの接触を達成している電気
経路群は、互いに間隔をあけている、すなわち電気的に相互に絶縁されていることが有利
である。例えば電気経路群は、その群を形成する単一の経路よりも長い距離を互いに隔て
ている。
【００６２】
　支持構造は、柔軟なベルト様構造を形成することが好ましい。柔軟な構造は、それを貼
り付ける体の部分に適応し、着用者にとって快適である。さらに好ましくは、支持構造は
、柔軟かつ可撓性である。これによって、特に、生体の胸部周囲に固定される場合に、動
作および呼吸の障害にならない。
【００６３】
　インターフェース層およびこれに伴いインターフェース構造は、フォーム、織繊維、編
繊維または不織繊維から製造されることが好ましい。このような材料によって水分発散が
可能になるため、着用が快適になる。
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【００６４】
　第１のパターン、第２のパターンおよび経路は、導電性塗料または微粒子からなる材料
を備えることが好ましく、この材料は、スパッターまたは印刷、特にマイクロ印刷によっ
て塗布されることが好ましい。
【００６５】
　このようにする代わりに、第１のパターン、第２のパターンおよび経路は、導電性の糸
、ワイヤーまたは繊維を備え、これらは例えば、インターフェース構造内に織り込まれる
か、編み込まれるか、または縫い込まれる。
【００６６】
　インターフェース構造は、第１の導電性を有する複数の非圧縮領域と、第２の導電性を
有する圧縮領域とを含むフォーム材から製造されることが好ましく、これによって第２の
導電性は、第１の導電性よりも高い。
【００６７】
　電極センサは、キットの形態で用意することができる。このようなキットは、ユーザが
組み立てることのできる構成要素を備えていることが有利である。例えば有用かつ適切な
キットは、以下の２つの構成要素（ａ）および（ｂ）：
（ａ）間隔をあけた個々の接触素子からなるアレイ、および
（ｂ）その接触素子と皮膚との間の接触を形成するためのインターフェース構造であって
、
－　事実上電気的に絶縁している材料または導電性に乏しい材料からなるインターフェー
ス層であって、このインターフェース層の一方の面に皮膚接触表面を規定し、もう一方の
面にアレイ接触表面を規定する、インターフェース層と、
－　アレイ接触表面にある導電性材料の第１のパターンと、
－　皮膚接触表面にある導電性材料の第２のパターンと、　
－　第１のパターンを第２のパターンに接触させる電気経路と
を備えるインターフェース構造
を備え、
これによってキットは、
－　第１のパターンがパターン素子を備え（かつ任意に第２のパターンもパターン素子を
備え）ることと、
－　各々の接触素子が接触表面を備え、この接触表面は、インターフェース構造のアレイ
接触表面と接触する際に、その第１のパターンのいくつかのパターン素子を被覆するのに
適していることと、
－　第１のパターンの別個のセクションをその個々の接触素子に接触させることによって
、電気経路群は、さらに第２のパターンの別個のセクションとの接触を達成し、その結果
、個々の接触素子が皮膚接触表面上の個々の有効電極を規定できること
とを特徴とし、このようになるように設計されることが有利である。
【００６８】
　キットのうちの少なくとも２つの構成要素を組み立てた後、電極センサを使用して電気
測定を実行することができる。
【００６９】
　電極センサの好適な特徴、有利な特徴かつ／または代替の特徴をそれぞれ電極センサの
キットに適用してもよい。
【００７０】
　上記の目的は、請求項８に記載の電極センサ製造方法で解決される。本発明による電極
センサの製造方法は、間隔をあけた接触素子からなるアレイおよびその接触素子と皮膚と
の間の接触を形成するためのインターフェース構造を備え、
－　インターフェース層の一方の面に皮膚接触表面を規定し、もう一方の面にアレイ接触
表面を規定するインターフェース構造を、事実上電気的に絶縁している材料または導電性
に乏しい材料の層の形態で供給するステップと、
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－　アレイ接触表面に導電性材料の第１のパターンを作成するステップと、
－　皮膚接触表面に導電性材料の第２のパターンを作成するステップと、
－　第１のパターンを第２のパターンに接続する導電経路を作成するステップと、
－　導電性の第１のパターンのセクションを、間隔をあけた接触素子からなるアレイに接
触させるステップと
を含む。
【００７１】
　この製造方法は、アレイおよびインターフェース構造をその特定の用途に応じて別々に
製造できるため、特に有利である。例えば、集中治療の場合と、アスリートを検査する場
合とでは、測定に求められるインターフェース構造の設計要件は異なる。患者または被験
者の状態に応じて、特別に適応させたインターフェース構造を同一のアレイと組み合わせ
てもよい。さらに、測定目的の場合、様々なアレイの設計を様々なインターフェース構造
と組み合わせてもよい。
【００７２】
　第１のパターンおよび第２のパターンならびに経路は、導電性材料のスポットおよび／
または線をインターフェース構造に供給または挿入することによって製造されることが好
ましく、インターフェース層を皮膚接触表面からアレイ接触表面まで貫通する。
【００７３】
　接触素子は、支持構造に取り付けられるまたは固定されることが好ましい。支持構造は
、好ましくはアレイ状に接触素子を整列させ、相互の距離および位置を決定する。支持構
造は、機械的安定性を付与し、アレイの接触素子とインターフェース構造との間の電気的
な相互接続を達成する。支持構造は、インターフェース構造および接触素子からなるアレ
イが２つの取り外し可能な部分として設計される場所にあることが好ましい。電極センサ
を使用する場合、接触素子を備えるインターフェース構造およびその支持構造は、互いに
接続される。センサを使用している間、インターフェース構造および電極素子は、物理的
かつ電気的に互いに接触している。
【００７４】
　使用の際に有利なのは、使い捨て可能な電極センサである。インターフェース層を有す
るインターフェース構造、導電性の第１のパターン、導電性の第２のパターンおよび導電
経路は、使い捨て可能なものとして設計されることが好ましい。
【００７５】
　本明細書に記載の電極センサは、医療用のモニタリングに使用することができ、診断の
補助にすることができる。電極センサは、生体に電界を印加し、測定するのに有用である
。特に、電極センサは、電気インピーダンストモグラフィ（ＥＩＴ）測定法を実行するの
に使用される。その上、電極センサは、生体分析のための非侵襲的方法である。
【００７６】
　本発明の解決策を、以下の実施形態よび例で詳細に説明する。
【００７７】
　上記のインターフェース構造の機能は、様々な実施形態を通じて実現することができる
。以下にいくつかの例示的実施形態を記載する。特定のニーズに対してさらに最適化する
ために、これらの例示的実施形態を組み合わせたものを使用してもよい。
【００７８】
　本発明の好適な一実施形態は、生体適合性があり波形で区分ごとに圧縮された導電性の
フォーム材製ストリップを使用する。フォーム材製ストリップの区分された構造は、恒久
的に圧縮され、例えばフォーム材製ストリップの製造途中で誘導される。このようにする
代わりに、全体的に圧縮されている、すなわちどの箇所でも均等に強く圧縮されているフ
ォーム材製ストリップを使用してもよい。クロストークを避けるため、非圧縮型のフォー
ムの電気抵抗は、人間の皮膚の電気抵抗とほぼ同じ（好ましくは５０～１０００オームの
）、またはさらに好ましくはそれ以上で、例えば１０００オームを上回る、または１００
００オームを上回る必要があるが、当然ながら人間の皮膚の抵抗を下回ってはならない。
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その構造のうち、圧縮されて密度が高く、そのために導電性がより高くなっている薄い部
分であって、皮膚と接触している前面および電子回路と物理的かつ電気的に接触している
背面にある部分は、実際に低インピーダンス電極として作用し、この電極を介して電流が
注入され、電圧が測定されるが、皮膚と接触しているがその電子回路とは直接接触してい
ない、圧縮されずに導電性が低いフォーム材の部分は、隣接する導電体または電極の間で
絶対的または相対的な電気絶縁体または抵抗として作用する。圧縮されていない区分は電
流を良好に伝導しないが、機械的安定性、伸縮性およびパディングに重要な役割を果たし
ている。導電性フォーム材は、電気的な理由で選択した場所で圧縮されるだけでなく、女
性の乳房などの特定構造の領域の特殊なニーズに適応するように変形することもできる。
まったく圧縮されていないか、全長にわたって同じ程度で圧縮されているフォーム材製ス
トリップの材料を使用する場合、クロストークを避けるため、好ましくは、フォーム材の
導電性は皮膚に対する導電性に近く、最も好ましくは、導電性は皮膚の導電性と同等また
はこれよりも低い。さらに、本発明は、主として非導電性のフォーム（例えばＰＥまたは
ＰＵ）を基盤に作製されることもでき、このフォームは、例えば炭素などの導電性物質で
コーティングするか、この導電性物質に含浸することによって導電性にされる。この場合
、導電体として作用すると思われるそのような区分のみでフォーム材を導電性にすること
が有利かもしれない。
【００７９】
　一般に、網状のフォームが有利に使用される。気体および液体を透過する網状のフォー
ムによって、材料の呼吸がある程度確保されるため、電気的に接触する領域であっても皮
膚の正常な水分発散が可能になる。
【００８０】
　本発明のもう１つの実施形態は、典型的には下着に見られる従来の「ダブルリップ様（
ｄｏｕｂｌｅ－ｒｉｐ－ｌｉｋｅ）」の形で別々の導電経路を作成するために、織布また
は編布で作製される。選択される区分は、導電性糸で作製され、隆起した部分は皮膚と接
触し、その隣の谷部は、布帛の反対側の面の電子回路との接触を達成し、これによって布
帛を介して導電経路を備える。これらの導電部分は、同様の布帛構造または異なる布帛構
造をしている非導電性のスペーサ区分を介して体系的に分離され、これによって隣接する
導電部分を互いに電気的に絶縁している。電子回路と合わせて使用する場合、各電極の電
気的な機能面積のサイズおよび患者インターフェース１つ１つの実際の面積は、両者（片
側の皮膚と反対側の電子回路の接触部分）と直接接触している導電素子の総数および長さ
によって決まる。
【００８１】
　本発明のもう１つの実施形態は、繊維の片側の表面から反対側の表面までの厚みを通る
ように通じる導電経路を含む、３次元に編んだ通気性のあるスペーサ繊維で作製される。
スペーサ繊維の基本的原理は、いわゆるスペーサ糸で外側の２層を結合すると同時にある
程度の距離を保つことによって、外側の生地表面と内部構造とを合わせたものを形成する
ことである。経路は、両側の表面を電気的に接続し、好ましくは各側の表面の個々の電気
的接触領域または電気的接触スポットを互いに接続する追加の導電性糸で作製されること
ができる。各表面の個々の電気的接触領域または電気的接触スポットは、例えば経路を形
成する同じ糸または印刷した導電パターンから形成されることができる。
【００８２】
　本発明のもう１つの実施形態は、導電性のインクもしくは重合体で作製された導電経路
またはドットとは別個の機械的キャリア材料として、織繊維または不織繊維の前面に印刷
、マイクロ印刷またはスパッターを行うことによって実現できる。これらのインクまたは
重合体は、局所的に繊維中、そして繊維を通ってに漏れ、このようにして導電スポットは
その背面まで貫通する。このように、繊維の前面から背面までに及ぶ接続されていない別
々の導電経路が作成される。印刷、マイクロ印刷またはスパッターによるこのような手法
の特定の利点は、面積の大きい布帛または布帛の束全体でさえもこのように準備できるた
め、生産コストが極めて低くなる点である。マイクロ印刷を利用すれば、空間の解像度も
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導電路の総数も最大にすることができる上に、生地または繊維の所望で公知の利点（特に
その通気性）を維持することができる。このように印刷した導電路を使用して、心臓領域
および肺領域など、特に関心のある領域に上記のような印刷箇所を有するＴシャツを生産
することもできる。
【００８３】
　本発明のもう１つの実施形態は、互いに電気的に絶縁され、空間的に離れた個々の導電
路を、任意の種類のキャリア材料を介して刺繍、ステッチまたは縫製することによって実
現される。
【００８４】
　上記の発明のさらにもう１つの実施形態は、可撓性もしくは非可撓性の不織繊維または
織繊維の片側に、所定の距離を置いて平行だが伸縮方向に対して垂直になるように、導電
ワイヤーを取り付けて作製される。これによって、伸縮方向は、分析対象の体部分の外周
方向と一致する。これらの電気的に絶縁されていない導電ワイヤーは、互いに直接接触し
ていない電気経路を作成する。これらの個々の導電経路は、互いの間にクロストークが生
じないように、十分な距離を置いて体系的に隔てられている。１束のワイヤーの一方の端
部は、各電極の電子回路に接続され、これによってこのような接続に使用されるワイヤー
の総数は、電気的に機能する各電極の幅を決定し、これに伴い各々の患者インターフェー
スの実際の区分を決定する。両者（片側の皮膚と反対側の電子回路の接触部分）と直接接
触しているワイヤーの総数は、幅を決定するが、皮膚と直接接触しているワイヤーの長さ
にそれぞれの幅を乗算したものは、最終的に電極として作用する有効面積を決定する。優
先的に、このような電極の設計は、電子接点がちょうど皮膚との接触箇所の反対側に位置
するように、上記の材料を非導電繊維のコアまたはフォームなどのパッド材料の周囲に折
り曲げるまたは巻くことによって得ることができる。
【００８５】
　その他の実施形態は、上記の実施形態を組み合わせたものから得られる。このようにす
るために、２つの異なる繊維からなる電気経路は、積層した複合体を形成し、これによっ
て２層のインターフェース構造を形成することによって、電気的に接触することができ、
この場合、繊維の一方の種類は、皮膚と接触する側に使用され、繊維のもう一方の種類は
電極アレイと接触する側に使用される。例えば、導電性のフォーム材製ストリップ（皮膚
と接触する側）と編んだスペーサ繊維（電極と接触する側）とを合わせた２層のインター
フェース構造を形成することによって、最適な電極接触特性および着用者にとっての快適
性をそれぞれ達成することができる。
【００８６】
　本発明は、１つまたは複数の電極、典型的には電極のアレイと、生体、特に人間の皮膚
との間を接触させるのに使用されるものである。本発明の利点は、電極が皮膚に直接触れ
ず、皮膚の表面および内部への摩擦、押圧および剪断応力を防止または分散する繊維層、
フォームまたは布帛を介して触れる点である。フォーム、繊維および布帛を使用した場合
の利点は、材料の非閉塞性に基づいている。ＥＩＴ検査中の水分発散は、材料が気体およ
び液体に対して透過性があるために、広範囲で確実に行われる。さらに別の利点は、電極
が繊維、フォームまたは布帛からなる層の上で動いているとしても、あるいは電極が体の
動きによって動かされているとしても、常に皮膚への所定の経路があるという点である。
さらに別の利点は、電極間の電気的接触がないまたは最小限しかなく、すなわちクロスト
ークが最小限であるという点である。さらにまた別の利点は、このような繊維、フォーム
または布帛は、極めて低コストで生産できるという点である。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】導電性フォーム材を備える電極センサの長手方向の概略断面図である。
【図２】図２ａは、第２の材料からなる多数の導電通路を有する繊維を備える電極センサ
の概略断面図であり、接触素子およびバスシステムが間隔をあけた関係にあるアレイを示
す図である。図２ｂは、第２の材料からなる多数の導電通路を有する繊維を備える電極セ
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ンサの概略断面図であり、接触素子およびバスシステムが間隔をあけた関係にあるアレイ
が測定位置にある図である。
【図３】第２の材料からなる多数の導電経路を有する繊維を備える、折り曲げていない電
極センサの概略図である。
【図４】電気接触素子および皮膚に対して設定した、図３による電極センサを折り曲げた
ときの概略断面図である。
【図５】電気接触素子および皮膚に対して設定した経路を含む電極センサの概略断面図で
ある。
【図６】電気的接触素子および皮膚に対して設定した、凹凸のあるインターフェース構造
を有する電極センサの長手方向の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００８８】
　本発明は、多くの異なる形態での実施形態が可能だが、本開示は、本発明の原理の一例
と考えるべきであり、本発明の広義の局面を説明した実施形態に限定する意図はないと理
解した上で、本発明の好適な実施形態を図示し、以下に詳細に記載する。
【００８９】
　図１の長手方向の断面図には、導電性のフォーム材２および接触素子３を備えるベルト
様またはストリップ様の構造１を示している。フォーム材２は、例えば導電性含有物を含
む導電性の重合体または重合体材料で構成される。フォーム材は、圧縮領域４および非圧
縮領域５を形成する。圧縮領域４は、非圧縮領域５よりも密度が高い。圧縮領域４は、非
圧縮領域５を介して互いに隔てられている。接触素子３は、圧縮領域４の上に位置する。
フォーム２のストリップは、ストリップ１の第１の面６に圧縮領域４がくぼみを形成する
ように圧縮されることが好ましい。フォーム２のストリップは、恒久的に圧縮されること
が好ましい。くぼみには、接触素子３を配置してもよい。接触素子３は、凝縮された圧縮
表面を、特に電流源および／または電圧源および／または分析用電子ユニットを有する医
療機器の電子回路と接触させる。ストリップの第２の面または反対側の面７は、本質的に
平坦な表面を形成することが好ましい。ストリップ２のこの第２の面７は、被験者または
患者の皮膚と接触させるためにあらかじめ見えている。このようにする代わりに、反対側
の面７は、ベルト１を皮膚と良好に接触させるために、圧縮フォーム材からなる隆起部（
ここでは図示せず）を備えていてもよい。圧縮フォーム４の導電性は、圧縮していないフ
ォーム５の導電性よりも明らかに高い。いかなる理論に拘束されることもなく、圧縮によ
り、電子の通路をふさぐフォームの泡はより少なくなり、かつ／またはより多くのかつ／
またはより広い通路が、電子を輸送するために可能になると仮定する。圧縮フォーム４の
導電性は、圧縮していないフォーム５よりも少なくとも２倍、好ましくは少なくとも１０
倍、さらに好ましくは少なくとも１００倍、またさらに一層好ましくは少なくとも１００
０倍高いことが有利である。これと同時に、圧縮フォーム４の導電性は、被験者または患
者の皮膚の導電性とほぼ同じまたはこれよりも高い。そのため、圧縮フォーム領域４の抵
抗は、好ましくは１～１０００オーム、好ましくは１０～１００オームである。非圧縮フ
ォームの導電性は、皮膚の導電性よりも低いことが有利である。非圧縮フォームの導電性
は、好ましくは皮膚の導電性の少なくとも５分の１未満である。
【００９０】
　電子回路と皮膚との間の最適な電気的接触の領域８は、表面側とは反対にベルト様構造
に形成され、ここで電気的接触部３と圧縮フォーム領域４とが対面する。最適な電気的接
触の領域８はそれぞれ、個別に電極を形成することができる。このようにする代わりに、
多数の隣接する最適な電気的接触の領域８が複合電極を形成してもよい。ベルト様構造は
、このような個々の電極または複合電極を複数保有する。個々の電極または複合電極は、
ストリップ２の長さに長手方向に沿って、アレイタイプの構造に結束または配置されるこ
とが好ましい。このベルト様構造は、電気インピーダンストモグラフィ（ＥＩＴ）による
分析測定に役立つことができる。
【００９１】
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　図２ａおよび図２ｂには、非導電性のベース材料１０と導電性材料１１のパターンとを
備える繊維９を示している。図２ａには、繊維９を、接触素子１５からなるアレイに対し
て間隔をあけた状態で概略的に示している。図２ｂには、繊維９および接触素子１５から
なるアレイを、例えば測定位置などの作業位置にある状態で示している。非導電性のベー
ス材料１０は、例えば綿、フェルト、炭素繊維またはその他の任意の天然もしくは合成の
衣類用材料、またはこれらを混合したもので構成される。ベース材料１０は、織繊維また
は不織繊維とすることができる。導電性材料１１は、金属材料または導電性重合体を含む
糸、スレッドまたは繊維で構成されるか、あるいはワイヤーで構成される。このようにす
る代わりに、導電性材料１１は、縫製、ステッチまたは接着（ここでは図示せず）によっ
て第１の材料の中に組み入れられる、第２の材料でできたパッチで構成されてもよい。導
電性材料１１は、ステッチ、縫製、スパッター、マイクロ印刷などの印刷によってベース
材料１０に組み入れられるか、あるいは例えば織りまたは編みなどのそのベース材料の製
造過程でベース材料１０に組み込まれ、これによって例えば使用される糸のうちの１本は
、導電性材料を含んでいるか、あるいはワイヤーであるか、あるいはワイヤーを含む複合
材料を形成する。どのような製造方法を使用するとしても、導電性材料１１が、繊維の第
１の表面１２に多数の絶縁された（間隔をあけているという意味で）スポット、パッチま
たは線を形成し、そのスポット、パッチまたは線が、到達すべき材料の厚みを介して反対
側の繊維の第２の表面１３に達して接触するということが重要である（図２ａを参照）。
これによって、第１の表面１２にあるそれぞれのスポット、パッチまたは線は、反対側の
第２の衣服側表面１３に通じる、離れた、つまり電気的に絶縁された、接触部または経路
１４を形成する。第１の表面１２には、電極接触素子１５が配置され、それぞれの素子が
、反対側の第２の表面１３へと通じる複数の電気経路１４との電気的接触を達成し、一方
反対側の第２の表面は、被験者または患者の皮膚１８との物理的かつ電気的接触を達成す
る（図２ｂを参照）。その結果、各電極接触素子１５は、多数の絶縁されたスポット、パ
ッチまたは線を介して皮膚と電気的に接触する。これらの絶縁されたスポット、パッチま
たは線からなる群は、反対側の繊維９で共通の電極接触素子１５を介して相互に接触する
ようになる。電極の接触位置１６同士の間に対して決定した距離に応じて、または電気的
なスポット、パッチまたは線に対して決定した分布およびパターンに応じて、間に置かれ
た電気経路１４は、多少を問わずいずれの電極接触素子１５とも接触することはない。い
ずれの電極接触素子１５とも接触していない経路１４は、例えばＥＩＴ測定用に繊維を使
用している間は、いかなる機能性も持つこともない。各電極接触素子１５は、様々な機能
性を有する精緻な電極チップを備えることができ、このチップは例えば、２０１０年３月
１６日に出願された非公開のスイス国特許出願第００３６４／１０号に記載されているも
のである。電極接触素子１５は、互いに接続され、バスシステム１７を介して中央制御シ
ステムに接続されていることが好ましい。このバスシステム１７は、部分的に導電性の繊
維９に対して絶縁されている。
【００９２】
　図３には、導電線２１を有する、本質的に非導電性のベースまたはキャリア材料２０を
備える、パターンを付したキャリア材料１９を示している。キャリア材料１９は、好まし
くは例えばフェルト材料からなる不織繊維で構成される。このようにする代わりに、キャ
リア材料は、任意の天然もしくは合成の材料またはこれらを合わせたものを含む、例えば
織糸などの織材料で構成されてもよい。導電性材料のパターンは、キャリア材料２０の表
面に配置される。そのパターンは、相互に物理的に間隔をあけ、電気的に絶縁されていな
い導電線２１（図３には例として３本の線を指摘している）で構成される。導電線材料２
１は、金属材料もしくは導電性重合体を含む糸、または金属材料もしくは導電性重合体で
できた糸で構成されてもよいし、あるいはワイヤーで構成されてもよい。これらの線２１
は、縫製、ステッチ、印刷、スパッターまたは接着によって、キャリア材料２０の表面に
一体化されてもよい。導電線材料２１は、不織繊維または織繊維の表面に、例えばマイク
ロ印刷によって印刷される導電性塗料で構成されるのが有利である。導電性材料は、多数
の離れた線２１または離れた線の群を、少なくとも１つの繊維の表面に形成し、これによ
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って各線または線の群は、２つの離れた点または領域をそれぞれベース材料２０上で接続
する。個々のパッチまたは線は、線またはパッチを流れる電流が別の隣の線またはパッチ
を流れる電流を干渉しないように、互いに電気的に絶縁されている。多数の絶縁された線
または線の群の好適な配置は、図３に示すような平行な配置である。図３では、導電線２
１は、そのキャリア材料２０を備える細長いストリップ上に配置されている。線２１は、
ストリップの幅を横断し、ストリップの左側の領域とストリップの右側を接続する。線２
１は、使用中に接触素子からなるアレイ２７との物理的接触を達成するように決定される
第１の（パターンを付した）領域２３から、使用中に皮膚との物理的接触を達成するよう
に決定される第２の（パターンを付した）領域２４まで通じている。電極アレイ素子２７
は、このような電線２１を介して皮膚との電気的接触を達成できるようになり、この電線
は、素子２７と接触している。その結果、皮膚への電気的接触は、別個の電気接触領域２
５で達成される。これらの電気接触領域２５は、図３におおまかに示している。
【００９３】
　例えばＥＩＴ電極として使用する場合、パターンを付したキャリア材料１９は、パター
ンを付した側を折り曲げた後に外側を形成するように折り曲げてもよい。図４には、パタ
ーンを付したキャリア材料１９’を折り曲げた際の断面を概略的に示している。キャリア
材料２０’および電線２１’を備えるパターンを付したキャリア材料１９’は、支持のた
めにコア材料２９の周囲に折り曲げられる。第１の領域２３の内部では、電極接触素子２
７（例えばＥＩＴチップ電極）は、パターンを付したキャリア材料１９、１９’の上に設
置される（図３および図４を参照）。これによって、電極接触素子２７および２７’と接
触する導電線２１および２１’は、電気接触領域２５で皮膚３１との電気的接触を達成す
る。図４に示す支持材料２９は、非導電性のフォームまたは別の非導電性材料で構成され
てもよい。フォーム製のコア２９およびパターンを付したキャリア材料１９’は、細長い
ベルト様のインターフェース構造３０を形成し、この構造は、使用する際には被験者また
は患者の体部分の周囲に貼付される。さらに、アレイの多数の電極２７、２７’を接続し
ているバスシステムを有する電極アレイは、ベルト様インターフェース構造３０の電極と
接触する側に、接触状態の配置で貼付される。バスシステムを有するアレイは、パターン
を付したキャリア材料１９、１９’に固定するように配置されるか組み込まれてもよいし
、あるいは使用時のみにするため、取り外し可能なように取り付けられてもよい。
【００９４】
　ベルト様インターフェース構造３０と被験者または患者の皮膚３１との間には、例えば
不織材またはフォームなどの親水性の吸湿材など、好ましくは細く連続した接触を促進す
る材料３３を介在させてもよい。層３３は、皮膚３１とベルト様インターフェース構造３
０との間の物理的かつ電気的な接触特性を高める。
【００９５】
　図５には、もう１つのベルト様インターフェース構造３５の断面を概略的に示している
。ベルト様インターフェース構造３５は、被験者の皮膚３１（使用位置を図示）との電気
的接触を達成するための、接触素子からなるアレイの接触素子４１を支持するように示さ
れている。この場合、ベルト様構造は、導電経路３９を備えるキャリア材料３７で構成さ
れる。これらの経路３９は、材料３７の表面に到達し、そこに導電性材料のパターン（例
えば点のパターン、すなわち電気的に整合性がない点からなるパターン）を形成し、別個
の電極４１と別個の皮膚表面領域との間の電気的接触が可能になるようにする。接触特性
を良好にするため、経路３９を横断するストリップは、その端部が、キャリア材料３７の
表面から突出する小さな導電性の隆起部（ここでは図示せず）で終わっていてもよい。追
加としてまたはこのようにする代わりに、接触促進材料を、特に皮膚３１とベルト様イン
ターフェース構造３５との間に介在させてもよい（図４に同様のものを図示）。導電経路
３９を備えるそのキャリア材料３７は、例えば導電性糸などを含む繊維（図２に同様のも
のを図示）、圧縮後に導電経路を圧力印加方向に形成するフォーム材（図１に同様のもの
を図示）、または様々な皮膚領域を様々な接触素子と接触させることができる、別個の導
電経路を実際に有する別の構造で構成されてもよい。
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【００９６】
　図６には、被験者の皮膚３１（使用位置を図示）との電気的接触を達成するために、接
触素子からなるアレイの接触素子４１を支持する別のベルト様構造４３の長手方向の断面
図を概略的に示している。この場合、ベルト様構造４３は、図５を参照して上記に記載し
たような導電経路を備える同様のキャリア材料で構成される。図５に示した単純なベルト
様構造とは異なり、ここに表示したベルト様構造４３は、凹凸のある形状をしている。こ
れによって、厚みが厚い方の領域すなわち凸部と、厚みが薄い方の領域すなわち橋部とは
、交互に並んでいる。凸部は、ベルトの長手方向の延びに対して垂直に向けられている。
凸部同士の間にある橋部構造は、導電経路を備えていても備えていなくてもよい。それぞ
れのアレイ電極接触素子４１は、個々の凸部の上に配置されてもよいし、あるいはこのよ
うにする代わりに、電極接触素子の各々および／またはいくつかが複数の凸部と接触して
もよい。接触素子４１の位置は、十分な接触を達成するために図示したように正確である
必要はない。凸状の構造は、皮膚表面への接触力を増強する補助になると同時に、患者に
とってはよいクッションとなり、熱および湿気は、皮膚とベルト様構造との間に形成され
る通路に沿って、橋部領域がある箇所で分散されることができる。その上、狭くなった橋
様の領域は、皮膚と橋部とが間隔をあけているため、電気的絶縁体として作用する。任意
に、橋部領域は、導電経路を一切含まない。凸状構造のさらに別の効果は、ベルト様構造
の伸縮性がよりよくなることであり、これによって体型によりよく適応することである。
【００９７】
　皮膚表面上の有効電極領域の位置は、接触素子（３、１５、２７、２７’、４１）の下
かつ近辺におおよそ位置していることが好ましい（図１から図６に示す任意の例を参照）
。このような配置にすると、有利であり、ユーザに良心的になり得る。なぜなら、例えば
ユーザは、体のどこで皮膚が電気接触しているかを見てチェックすることができるからで
ある（接触素子が実際に見えているか、接触素子の位置に印が付いている場合）。その上
、このような配置にすると、接触素子と皮膚との間の距離が短くなり、これによって測定
の正確性および信頼性が改善されるため、好ましいものになり得る。
【符号の説明】
【００９８】
１　ベルト様構造、ストリップ様構造、ストリップ
２　フォーム材
３　ＥＩＴチップなどの電極接触素子
４　圧縮領域
５　非圧縮領域
６　ストリップの第１の面
７　ストリップの第２の面または反対側の面
８　電子回路と皮膚との間の最適な電気的接触の領域
９　インターフェース構造
１０　繊維などのベース材料　
１１　導電性材料
１２　第１の表面
１３　反対側または第２の表面
１４　通路または経路
１５　接触素子、すなわちＥＩＴチップなどの電極
１６　接触素子の位置
１７　バスシステム
１８　皮膚
１９、１９’　パターンを付したキャリア材料
２０、２０’　キャリア材料
２１、２１’　導電線
２３　アレイと物理的に接触するための所定の第１の領域
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２４　皮膚と物理的に接触するための所定の第２の領域
２５　皮膚と電気的に接触する領域
２７、２７’　ＥＩＴチップなどの接触素子からなるアレイの接触素子
２８　バスシステム
２９　非導電性コア材料
３０　インターフェース構造
３１　皮膚
３３　接触促進材料
３５　インターフェース構造
３７　フォーム材などのキャリア材料
３９　導電経路
４１　ＥＩＴチップなどの接触素子からなるアレイの接触素子
４３　凸状のキャリア材料構造を有するベルト様構造

【図１】

【図２（ａ）】

【図２（ｂ）】

【図３】



(23) JP 5986078 B2 2016.9.6

【図４】 【図５】

【図６】



(24) JP 5986078 B2 2016.9.6

10

フロントページの続き

    審査官  門田　宏

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００６／０１４２６５４（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００５－５３１３８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第３１２９２９２（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開２００３－１４４４０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１０／０６９０２３（ＷＯ，Ａ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　５／０４　－　５／０５３


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

